
 

吉見町でごみ焼却は金喰い虫！ 
■地盤造成工事のおおまかな予算は？・・・・公表されていません。 

 最近わかってきました。嵐山町・小川町・ときがわ町・東秩父村・滑川町・東松山市・桶川市・川島町

吉見町が建設するごみ焼却施設の場所は市野川と荒川に挟まれていて地盤が弱いところです。 

地震ハザードマップでは、液状化、揺れが大きい場所です。 

洪水ハザードマップでは荒川が氾濫する 2～５ｍの浸水地域です。   

そのために 

❶建設する場合は 5 ㌶に１ｍほど、土をもります。 

❷地下１３～１５ｍ以上コンクリート杭を打つことになります。（公表されてなく調べてわかりました） 

❸嵐山町から収集運搬する場合、今は 2１00 万円が 7100 万円になる３．４倍の運搬費です。 

❹地元の迷惑施設なので地元の方が使う温水プールなどの施設も建設予定です。 

 

                  
  

              
                 

駅西口は人が出合う場所に 
クルマ社会にとらわれない場所に！ 
 ■駅西口に大型バスがはいれるように新しくロータリー

と広場を建設することに 14億円を予定しています。 
 駅東口とほぼ同じ広さです。 
  

 
■駅前通りは県道で、県は改修しません。 

 

埼玉県には、駅前通りを拡張する計画は 

ありません。拡張を望む議員もいます。駅前

通りを拡張すると店舗・家の移転が必要に

なります。財政負担は高額になります。 

 

 

■駅通りは歩道を広げ、一方通行にしましょう 

・土日の日中は駅前通りは車の通行をやめ、広場にして皆さんのアイデアで、フリーマーケット 

ライブ・コンサート・紙芝居・一人芝居など、人と人、人と文化の出会う場にしてはどうでしょうか。 

 

・歩道を広げ、駅前通りを一方通行にし、線路側の道路を活用して旧国道 254 号に 

つながるようにする。歩道に小さなやすらげる空間をつくって、おしゃべりできるようにする。 

 

 

 

 上記❹の温水プールなどの地元の人が利用する施設の負担金を 

どこが支出するかで、９市町村が 2 つに分かれました。 
■吉見町、川島町、桶川市は「9 市町村で負担する」です。９市町村の住民は遠い

ので温水プールなどを利用しない人が多いのですが、9市町村に運営費を求め

ています。一方、東松山市、嵐山町、小川町、ときがわ町、東秩父村、滑川町は、 

「利用者負担」＝「吉見町負担」です。 

■吉見町は、吉見町が負担するのでは、財政負担が大きすぎる。嵐山町や小川町などは、遠

すぎて利用しない、、利用する吉見町が支出すべきとしています。平行線です。 

■8 月 9日、吉見町長は、埼玉中部資源循環組合の管理者(トップ)を辞任しました。 

 
■組合を解散して、ごみ処理を 0 からスタートさせていきたい！ 
 

 

 

地下 13～15ｍ

以上の杭 

・・・・・・・・・・・・・税金、使い方を見直そう・・・・・・・・・・・・・・ 


